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　町内の若手農業者による食育＋食農の
チャレンジ企画である「ちびっこベジタ
ランド　さつきファーム」が始まりました。
　さつき保育園と、こども園えがおの
ちびっこたち51人が集まり、さつまいも
の植え付けとマリーゴールドとひまわり
の種をまきました。
　さつまいもの実る秋が楽しみですね！

［第２回定例会］

大曲小の利便化進む
［一般質問］

福祉施策など１人の質問
［常任委員会レポート］

先進地を視察

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・・・・・８

・・・・・・・・・・・９

平成29年
７月21日発行

№93

［高校再編］

六戸高校存続を求める要望書、提出
［議員全員協議会］

町側との話し合い、あれこれ

おおおおききくくななぁぁ～～れれ!!!!
（６月８日、さつきファームにて）（６月８日、さつきファームにて）



久
之
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の
イ
チ
イ
…
樹
齢
５
０
０
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さ
10
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巨
木
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補
正
予
算

◇　

一
般
会
計
４
２
９
４
万

　

円
を
増
額

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
に

４
２
９
４
万
円
を
増
額
し
、

総
額
54
億
４
２
９
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇　

２
町
内
会
を
支
援

　
（
４
７
９
万
円
）

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
対
し
て
の
助
成
で

す
。
今
年
は
、
南
町
（
二
）、

大
曲
町
内
会
が
該
当
し
ま
す
。

　

第
２
回
定
例
会
が
６
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
29
年
度
補

正
予
算
、
専
決
処
分
や
条
例
案
件
な
ど
23
件
が
審
議
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

大
曲
小

大
曲
小
のの
利
便
化
進
む

利
便
化
進
む

◇　

大
曲
小
学
校
の
用
地
拡

　

大
（
２
７
７
４
万
円
）

　

教
職
員
や
学
校
行
事
で
利

用
す
る
保
護
者
の
駐
車
場
や
、

学
校
で
必
要
な
多
面
的
な
学

校
活
動
用
地
と
し
て
整
備
す

る
予
定
で
す
。（
詳
し
く
は

９
㌻
参
照
）

財
産
取
得

◇　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車（
町
消
防
団
第
４
分

団
…
小
平
・
柳
町
、鶴
喰
）

　

町
の
防
災
、
予
防
活
動
の

た
め
に
１
台
購
入
し
ま
す
。

・
契
約
先

　

有
限
会
社
丸
栄
消
機

・
金
額　

１
５
４
４
万
円

◇　

小
・
中
学
校
授
業
用
パ

ソ
コ
ン
購
入

　

町
内
の
小
・
中
学
校
に
授

業
で
使
う
パ
ソ
コ
ン
１
５
６

台
を
購
入
し
ま
す
。

・
契
約
先

有
限
会
社

シ
ス
テ
ム
・
デ
ィ
ー

・
金
額　

２
０
５
２
万
円

　

一
般
質
問
に
は
１
議
員
が
登
壇
。
福
祉
施
策
な
ど
町

の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

明治22年、折茂村、柳町村、小平村、鶴喰村、犬落瀬村、上吉田村、下吉田村の７村が合併し、
上北郡「六戸村」になりました。各村名は、大字として現在でも使われています。１六戸

マメちしき

◇　

町
指
定
文
化
財
「
久き
ゅ
う
の之

助す
け

の
イ
チ
イ
」
の
治
療

　
（
46
万
円
）

　

岡
沼
地
区
の
町
指
定
文
化

財
の
幹
と
折
れ
た
枝
の
治
療

に
使
わ
れ
ま
す
。
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人
事
案
件

◇　

教
育
長

　

瀧
口
孝
之
氏
の
教
育
長
任

命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
29
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
６
月
30
日
ま

で
の
３
年
で
す
。

▼
瀧た
き

口ぐ
ち　

孝た
か

之ゆ
き

氏

審
議
内
容

◇　

町
民
バ
ス
事
故
の
被
害

児
童
の
ケ
ア

問
山
本　

実　

議
員

　

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
町

民
バ
ス
事
故
で
、
被
害
児
童

の
心
の
ケ
ア
は
ど
う
対
応
し

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
け
が
を
し
た
児
童

が
後
日
、
後
遺
症
が
出
た
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
の

町
の
対
応
は

答
櫻
田
教
育
長

　

県
か
ら
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、

希
望
す
る
児
童
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

学
校
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
の
心
の
不
安

や
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
は
出
て

い
な
い
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

答
円
子
企
画
財
政
課
長

　

後
遺
症
が
出
た
場
合
、
町

と
し
て
は
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

加
入
先
の
保
険
会
社
と
相
談

し
、
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇　

六
戸
霊
園
の
Ｐ
Ｒ

問
山
本　

実　

議
員

　

小
松
ケ
丘
地
区
の
霊
園
の

整
備
区
画
数
と
、
現
在
、
永

代
使
用
さ
れ
て
い
る
区
画
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　

ま
た
、
永
代
使
用
の
募
集

に
つ
い
て
何
度
も
聞
い
て
い

る
が
積
極
性
が
見
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
本
腰
を
入
れ
て
ほ
し

い答
川
原
町
民
課
長

　

整
備
済
み
の
区
画
が
１
１

４
区
画
、
現
在
永
代
使
用
権

を
許
可
し
て
い
る
区
画
が
34

区
画
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
運

営
協
議
会
を
こ
れ
か
ら
立
ち

上
げ
、
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
り
、

小
松
ケ
丘
地
区
及
び
墓
石
店

等
で
周
知
を
図
り
ま
す
。

◇　

町
診
療
所
の
患
者
数

問
山
本　

実　

議
員

　

病
院
か
ら
診
療
所
へ
移
行

し
、
利
用
さ
れ
る
外
来
患
者

の
増
減
は
ど
う
か

答
吉
田
診
療
所
事
務
長

　

27
年
度
10
月
か
ら
３
月
ま

で
の
分
と
、
昨
年
の
診
療
所

以
降
を
比
較
し
、
６
４
４
名

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
待
合
所

問
河
野　

豊　

議
員

　

小
松
ケ
丘
地
区
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
待
合
所
だ
が
、
バ

ス
が
停
留
す
る
場
所
も
屋
根

も
な
い
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
設
置
し
て
は
ど
う
か

答
吉
田
町
長

　

各
小
学
校
に
通
学
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
あ
る
の
で
、
差

が
出
る
よ
う
な
形
は
で
き
な

い
の
で
、
そ
の
点
を
配
慮
を

含
め
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　平成28年度一般会計補正予算の専決処分が
提案され、全員賛成で承認しました。4826万
円の減額補正となり、歳入歳出の総額は59億
2622万円となりました。
　補正額の内訳は、事業費の確定によるもの
です。

　平成28年９月29日に町民バスが自家用車と
衝突し、車両を損傷させた事故の示談が成立
し、７万2240円の賠償をしたことの報告が
ありました。この賠償額は、全国町村会総合
賠償補償保険で全額支払われています。

※専決処分とは…
　議会の議決を必要とする事項について、
町長が議会に代わって町長の権限で処理で
きることです。

　平成28年度の事業で、年度内に事業の支出
が終わらなかったものについて、町から報告
がありました。下表の５事業で総額9479万
円を繰り越し、29年度に行われます。

28年度から繰り越した事業
（万円）

事　業　名 金　　額 繰 越 額
個人番号カード交付事業 82 82

臨時福祉給付金（経済対
策分）事業 3148 3148

大曲小学校なかよし会学
童保育所増築事業 2489 2489

小松ケ丘地区汚水処理計
画検討事業 320 320

学校施設環境改善事業 3440 3440
計 9479 9479

専 決 処 分

繰
く り

越
こ し

明
め い

許
き ょ

５事業を繰り越し

減額補正を承認

バス事故の損害賠償額を報告

「六戸村」から「六戸町」になったのは昭和32年10月。
今年10月で、町になってちょうど60年を迎えます。２六戸

マメちしき
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議案
番号

議　　案　　名

長
根　

一
男

種
市　

正
孝

杉
山　

茂
夫

久
田　

伸
一

高
坂　
　

茂

下
田　

敏
美

川
村　

重
光

河
野　
　

豊

母
良
田　

昭

山
本　
　

実

苫
米
地
繁
雄

審査
結果

議
決
日

報告
２号 専決処分の報告損害賠償の額の決定 － － － － － － － － － － － 報　

告

６
月
６
日

報告
３号 平成28年度六戸町繰越明許費繰越計算書 － － － － － － － － － － －

承認
１号

専決処分の承認
六戸町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原

案

承

認

承認
２号

専決処分の承認
六戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
３号

専決処分の承認
六戸町原子力発電施設等立地地域における固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
４号

専決処分の承認
六戸町承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固
定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
５号

専決処分の承認
平成28年度六戸町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
６号

専決処分の承認
平成28年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
７号

専決処分の承認
平成28年度六戸町下水道事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
８号

専決処分の承認
平成28年度六戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
９号

専決処分の承認
平成28年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
10号

専決処分の承認
平成28年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
11号

専決処分の承認
平成28年度六戸町霊園事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
12号

専決処分の承認
平成28年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
31号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原

案

可

決

議案
32号

六戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する
条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
33号 六戸町介護保険条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
34号 平成29年度六戸町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
35号 財産の取得（小型動力ポンプ付積載車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
36号 財産の取得（小・中学校授業用パソコン） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意
16号 六戸町教育委員会教育長の任命につき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

同意

審議した議案と各議員の ・賛成が○、反対は×と表示しています。
・退は退席、欠は欠席を表示しています。
・円子德通議長は裁決には加わりません。否賛

町の木は「楓（かえで）」、町の鳥は「ひばり」、町の花は「やまざくら」です。３六戸
マメちしき
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戸
高
校
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一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め

た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　

施
策
の
な
か
で
、障

害
者
計
画
と
障
害
者

福
祉
計
画
の
意
図
と
違
い
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
障
害
者
計
画

は
、
障
害
者
基

本
法
に
基
づ
い
た
六
戸
町
の

７
年
計
画
で
、
障
害
者
福
祉

計
画
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
生
活
支
援
の
サ

ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
３
年
間

の
実
施
計
画
で
す
。

問
　

障
が
い
に
つ
い
て

の
区
分
と
実
態
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
平
成
28
年
度

末
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
は
４
３
８

人
、
愛
護
手
帳
所
持
者
は
97

人
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
所
持
者
は
76
人
で
す
。

身
体
障
が
い
者
数
は
減
少
傾

向
で
、
あ
と
の
障
が
い
者
数

は
横
ば
い
傾
向
で
す
。

問
　

発
達
障
が
い
の
見

極
め
に
お
け
る
就
学

前
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
の

実
施
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
１
歳
６
か
月
、

３
歳
時
の
健
診

は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
５

歳
児
健
診
は
実
施
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。
今
年
度
は
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
　

知
的
障
が
い
者
の

就
労
状
況
は　

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
平
成
28
年
度

10
月
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

約
３
割
が
給
与
を
い
た
だ
け

る
仕
事
を
し
て
い
る
。
な
お
、

約
３
割
の
方
が
今
後
就
労
し

た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

問
　

介
護
保
険
制
度
の

概
要
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
保
険
者
は
市

区
町
村
で
、
自

ら
の
行
政
内
被
保
険
者
の
数

と
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
勘

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

当町の福祉施策の実態は

人間らしく生きる社会を目指す ― 町長

六
戸
高
校
存
続
の
考
え
は

当
町
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
―

町
長

問
　

国
の
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
も
地
域
の

高
校
を
統
合
す
る
考
え
は
、

唐
突
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
地

方
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
る

と
懸
念
す
る
が
、
行
政
の
立

場
か
ら
の
見
解
は

町
長
町
長　
主
旨
は
生
徒
の
激

減
を
受
け
て
の
県
教

育
委
員
会
の
再
編
計
画
で
す

が
、
具
体
的
な
対
応
と
し
て

は
、
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
、

地
域
の
方
々
、
そ
れ
か
ら
議

会
と
も
協
調
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

教
育
長　
総
論
賛
成
、
各

論
反
対
、
こ
れ
が

現
実
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

各
論
に
入
っ
た
と
き
、
ま
ず

地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
展
望
を

き
ち
っ
と
説
明
し
、
地
域
社

会
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

地
域
事
情
は
す
べ
て
違
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
統
合
を
急

が
ず
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
お
い

て
も
い
い
か
ら
、
説
明
理
解

を
得
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

案
し
保
険
料
を
決
め
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
応
じ

て
費
用
を
負
担
し
、
財
源
は

保
険
料
が
50
％
、
公
費
が
50

％
の
割
合
で
す
。

問
　

要
支
援
１
・
２
の

サ
ー
ビ
ス
は
平
成
29

年
度
よ
り
、
各
市
町
村
の
事

業
に
移
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
町
の
取
り
組
み
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
に
、

町
独
自
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
や

＊
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
創

設
し
て
い
き
ま
す
。

問
　

認
知
症
の
対
応
状

況
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
要
介
護
認
定

で
、
平
成
28
年

４
月
時
点
で
の
数
は
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
症
状

の
高
齢
者
は
、４
６
４
人

（
14
・
６
％
）で
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、「
お
出
か

け
教
室
」「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」「
も
の
忘
れ
検

診
」と
い
っ
た
も
の
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

六戸の「戸」を組み合わせて図案化した町章は、各戸が
手をにぎりあい、大きく躍進することを表しています。４六戸

マメちしき

＊
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
…

　

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
食
事
・
入
浴
等
の
生
活
支
援
や
運
動
を

行
う
も
の
で
、
送
迎
時
間
を
含
み
４
時
間
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
町
主
体
の

事
業
の
こ
と
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総
務
常
任
委
員
会

ー
北
海
道
三
笠
市
・
札
幌
市
ー

７
月
11
日
〜
12
日

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
た
め
に
、
給
食
の
無
料
化
と
小
中

一
貫
校
の
取
り
組
み
と
、
若
者
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
を
視
察
・
研
修
し
ま
し
た
。
委
員
の

報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

地域で自立生活を支える先進地を学ぶ 給
食
無
料
化

給
食
無
料
化
にに
取
り
組
む
自
治
体

取
り
組
む
自
治
体
をを
視
察
視
察

　

三
笠
市
に
お
い
て
の
、
小
学
校
給
食
費
の
無

料
化
助
成
事
業
は
、
医
療
費
助
成
な
ど
を
行
っ

て
い
る
他
市
町
村
と
の
差
別
化
、
対
象
者
に
均

等
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
進
め
若
い
世
代
の
移

住
・
定
住
を
進
め
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
に
は
、
経
済
的
負
担
が
少
し
で

も
軽
減
さ
れ
る
事
業
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
医

療
費
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
六
戸
町
に
お
い

て
は
財
源
確
保
な
ど
の
課
題
や
、
食
育
な
ど
の

観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
、
特
に
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
六
戸

町
で
も
検
討
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。 種

市　

正
孝
議
員

　

三
笠
市
は
、
夕
張
市
の
隣
の
炭
鉱
町
だ
っ
た
。

か
つ
て
６
万
人
超
の
人
口
が
９
千
人
ま
で
減
少

し
、
職
員
の
半
減
等
で
対
応
し
た
。

　

一
方
、
小
泉
内
閣
の
特
区
で
小
中
学
校
一
貫

教
育
や
保
育
料
の
補
助
等
、
子
育
て
支
援
の
攻

め
の
政
策
に
転
換
し
、
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
や
市

立
三
笠
高
校
食
物
調
理
科
を
立
ち
上
げ
、
国
の

地
方
創
生
を
使
っ
て
高
校
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設

中
で
あ
る
。
時
代
は
常
に
変
化
す
る
。
時
の
チ

ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
新
し
い
発
想
と
政
策
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
私
達
は
学
ん
だ
。

　

三
笠
市
の
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
市
内
へ
の
定

住
を
促
す
た
め
の
施
策
の
一
貫
と
し
て
実
施
。

　

次
に
、
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
炭
鉱
の
町
と
し
て
栄
え
た
三
笠
市
が
、

急
激
な
人
口
減
少
を
迎
え
、
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
を
模
索
す
る
中
で
、
教
育
に
力
を
入
れ

る
方
針
の
も
と
、
教
育
の
地
方
分
権
で
小
中

一
貫
校
の
特
区
申
請
が
認
め
ら
れ
た
。

　

９
年
間
の
教
育
の
中
で
世
界
に
通
用
す
る

人
材(

国
際
科)

、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
つ

人
材(

地
域
科)

、
特
色
あ
る
授
業(

選
択
学

習
科)

な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
た
事
業
を
展

開
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
は
、「
道
立
」三
笠
高
校
を
「
市
立
」

三
笠
高
校
に
し
、
科
目
は
食
物
調
理
科
の
み
。

寮
完
備
し
、
受
験
倍
率
は
１
・
５
倍
。
こ
の

事
業
で
市
職
員
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
た
。

副
委
員
長　

杉
山　

茂
夫
議
員

委
員
長　

河
野　

豊
議
員

　

北
海
盆
お
ど
り
の
発
祥
の
地
で
あ
る
三
笠
市
で

は
、
炭
鉱
閉
鎖
で
人
口
が
激
減
し
、
過
疎
化
が
進

ん
で
お
り
「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
施
策

の
充
実
」
を
目
指
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続

に
よ
り
、
小
中
合
同
研
修
会
・
相
互
授
業
参
観
・

交
換
授
業
な
ど
特
色
あ
る
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

当
町
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
も
っ
と
教
育
を
充
実

す
べ
き
と
思
う
。

　

ま
た
、
給
食
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
六
戸
町
で
も
無
料
化
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

　

札
幌
市
で
は
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
若
者
活

動
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
お
り
、
引
き
こ
も
り

や
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
39
才
以
下
の
若
者
の
相

談
窓
口
を
設
け
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
社

会
的
自
立
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
若
者
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
町
づ
く
り
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

の
情
報
収
集
と
提
供
を
行
い
、
地
域
活
動
に
参

加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
積

極
的
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
前
日
の
11
日
は
三
笠
市
で
、
学
校
給
食

無
料
化
等
の
子
育
て
支
援
に
対
し
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
学
び
と
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

北
海
道
三
笠
市
教
育
委
員
会
を
訪
ね

た
。
三
笠
市
は
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
平
成
18
年
度
よ
り
北
海
道
で
初

め
て
給
食
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　

視
察
研
修
に
よ
り
そ
の
実
態
を
把
握

し
、
子
育
て
支
援
の
積
極
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
自
治
体
ど
こ
で
も
局
面
し
て
い
る

人
口
減
少
の
歯
止
め
の
施
策
の
数
あ
る
中

の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

今
回
研
修
で
も
っ
と
も
興
味
を
引
い
た

の
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ト
ッ
プ
か

ら
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
方

ま
で
、
そ
の
施
政
に
感
銘
を
受
け
た
。

久
田　

伸
一
議
員

山
本　

実
議
員

苫
米
地　

繁
雄
議
員

三
笠
市
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

三
笠
市
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

町のイメージキャラクターは「メイプルくん」。未来への発展と躍動感を
表現し、町のみなさんに愛されるように、町の木をモチーフにしています。５六戸

マメちしき
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　１日目のおしまコロニー侑
ゆう

愛
あい

会は、知的障がい者を対象
とした幼児から高齢者までを受け入れる施設群で、広大
な敷地にいろんなことに対応できる機能を兼ね備えている。
これは、障がい者の暮らしに順応した施設で、ひとつの福
祉施設のモデルになるのではと思う。
　２日目の椴

とど

法
ほっ

華
け

高齢者福祉総合センターは、全国でも珍
しく、社会福祉協議会が運営している有料の老人施設とい
うことだった。しかしながら、有料でありながら、利用者
個々の所得に応じて料金設定しており、利用者に配慮して
いるのがこの施設の特徴であると感心した。
　これらを視察して、今後の福祉に対する取り組みについ
て、いろんな角度からの視点で物事を考えて行かなければ
ならない重要性を学ばせていただいた。
　結論として福祉とは大変であることが肌で感じられた研
修だった。

委員長　高坂　茂 議員

　おしまコロニーは自分らしい生活を見つけることをめざ
して、地域社会に積極的に参加交流している事業所であっ
た。スタッフは800人で２,000人の障がい者を受け入れし
て、地域の就業にも貢献していると思う。
　また、「とどほっけ介護付有料老人ホームほのぼの」のバ
ブル時代に建設された施設は、大変、高天井で解放感があ
り、利用者にとって快適な施設であるが、維持経費がかか
り、函館市から５年間の期限付きで２,900万円ほどの助成
金が出ているとのことだった。
　利用者には大変喜ばれているそうだが、施設の運営・維
持が厳しく大変だと感じた。

長根　一男 議員

　おしまコロニーでは、児童から成人、そして高齢者の生
活・介護まで一つの場所に施設が集約されていた。障がい
を持つ方々が一つの広大な場所で通所あるいは入所されて
おり、変わらない環境の中で生活ができることに感銘を受
けた。
　函館市椴法華高齢者福祉総合センターは、平成28年４月
より生活支援ハウスから、介護有料老人ホームに施設転換
している。施設があまりにも立派すぎて、日頃の維持管理
費がかかり過ぎるとのこと。両施設とも、すばらしい環境
に立っており、利用者にとってはこの上ないことかと思う。

副委員長　母良田　昭 議員

　障害者支援施設おしまコロニー侑愛会を見学して感じた
ことは、障がいを持つ人たちの人権を尊重し、自立させる
ために、事細やかに支援している状況を視察することがで
きた。
　函館市椴法華高齢者福祉総合センターを見学して感じた
ことは、役所が施設を建設し、管理運営して収支均衡を図
るためには、大変な労苦が伴うことが理解できた。民活を
利用すべきである。

下田　敏美 議員

　おしまコロニーは、乳幼児から高齢の方々まで各ライフ
ステージに応じて整備され一箇所に集中した施設群である。
　障がいを持つ人たちの人権を尊重し、自立と地域に密接
した暮らしの在り方、生活の質が高められるように事細や
かに支援している。障がいを持った方々のニーズに応じな
がら機能共同体として日々の暮らしを支えている。
　椴法華高齢者福祉センターは、函館市から運営費だけで
年間２,900万円、５年をめどに補助されている。施設は立
派であるが当町では不可能な事業形態と思われる。

川村　重光 議員

　今回、知的障がい施設の研修は初めてだったが、その取
り組みは大変多岐にわたっており、何よりも現在、「自閉
症」などの利用者が増加傾向にあるということであった。
　大切なことは、知的障がいを「病気」としてとらえるので
はなくて、「障がい」ととらえ、指導、支援等に従事してい
る関係者方々の姿には、深く感銘を受けるとともに、多く
の方々の意識改革と理解が必要だと感じた。

円子　德通 議員

身欠きニシンの木箱を作る工場を視察（おしまコロニー侑愛会にて）身欠きニシンの木箱を作る工場を視察（おしまコロニー侑愛会にて）

産業民生常任委員会

地域地域でで自立生活自立生活をを支支えるえる先進地先進地をを学学ぶぶ

ー北海道函館市・北斗市ー　５月10日～11日
　産業民生常任委員会では、所管する各分野において福
祉関係が最も守備範囲が広く、かつ難しい多くの課題が
あるとの認識のもと、今年度は函館市及び北斗市の福祉
施設で直接現場を視察して学びました。委員の感想をご
紹介します。

現在の役場庁舎は昭和53年に完成しました。
以前は、Ａコープ六戸店あたりに役場がありました。６六戸

マメちしき



　
　

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（（
2929
年
３
月
〜
５
月
）

年
３
月
〜
５
月
）
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３
日　

第
１
回
六
戸
町
議
会
定

例
会
（
〜
９
日
）

７
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
）

８
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
特

別
会
計
）

８
日　

議
会
広
報
委
員
会

14
日　

議
会
基
本
条
例
検
証

（
議
員
研
修
）

15
日　

総
務
常
任
委
員
会

28
日　

議
会
広
報
委
員
会

２
日　

町
消
防
第
５
分
団
入
魂

式

３
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

４
日　

総
務
常
任
委
員
会

６
日　

交
通
安
全
祈
願

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

12
日　

全
員
協
議
会

13
日
＊
町
体
育
協
会
総
会

14
日　

教
育
講
演
会

22
日　

舘
野
公
園
山
開
き

24
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

25
日　

総
務
常
任
委
員
会

８
日　

町
戦
没
者
追
悼
式

10
日　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

県
外
研
修
（
〜
11
日
・

北
海
道
北
斗
市
ほ
か
）

12
日　

岐
阜
県
可
児
市
議
会
行

政
視
察
の
受
け
入
れ

23
日　

全
員
協
議
会

24
日　

議
会
基
本
条
例
検
証

　
　

＊
町
交
通
安
全
協
会
定
時

総
会

24
日
＊
県
議
長
会
定
期
総
会

25
日
＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
会

　
　

＊
上
北
郡
総
合
体
育
大
会

結
団
式

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

＊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
定
時
総
会

　
　

＊
上
北
郡
町
村
議
会
議
長

会
定
例
会

30
日　

町
商
工
会
通
常
総
会

31
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

＊
印
は
議
長
の
み
出
席

六
戸
高
校

六
戸
高
校
のの
存
続
求
む
！

存
続
求
む
！

　

青
森
県
教
育
委
員
会
は
県

立
高
校
の
再
編
と
し
て
、
第

１
期
計
画
案
で
、
13
校
を
閉

校
し
、
４
校
を
新
設
す
る
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
上
北
地
区
で
は
、
六
戸

高
校
、
十
和
田
西
高
校
、
三

本
木
農
業
高
校
を
統
合
す
る

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎

は
三
本
木
農
業
高
校
を
使
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

六
戸
高
校
の
再
編
計
画
に

関
わ
る
議
会
の
対
応
と
し
て
、

６
月
19
日
（
月
）
議
会
議
員青森県立六戸高等学校の存続を求める要望書

　六戸高等学校は、昭和56年4月7日に開校し、今年で 36年目

となります。この間、3834名と多くの人材を輩出し、当町に

おいても、多くの卒業生から町発展のために御尽力をいただ

き、町民の大きな力・支えとなっております。

　六戸高等学校が閉校となった場合、当町の子どもたちは長

時間の通学を余儀なくされ、保護者の経済的負担が増すこと

となります。また、地域経済に与える影響や、地域の担い手

の育成にも大きな影響を及ぼし、人口減少に拍車がかかるこ

ととなります。地方創生といわれ、地域活性化が至上命題で

ある今日、地域発展の大きな支えである六戸高等学校の存在

は地域にとって必要不可欠な財産であります。

　つきましては、小規模校のメリットや特性を重視していた

だき、画一的で早急な統廃合計画を推し進めることのないよ

うに、地域のバランスや生徒の通学環境などを考慮して、六

戸高等学校をぜひとも存続させていただくよう強く要望いた

します。

全
員
協
議
会
を
開
き
、
議
員

全
員
で
協
議
を
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
六
戸
高
校

の
存
続
を
要
望
す
る
こ
と
で

全
員
が
賛
成
し
、
県
教
育
委

員
会
へ
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
（
木
）
に
町
及

び
町
教
育
委
員
会
と
連
名
で

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
教
育
委
員
会
へ
要
望
す
る
円
子
議
長
（
右
）
吉
田
町
長
（
左
）

　

―
県
へ
要
望
書
を
提
出

―

町のシンボル的な公園「舘野公園」。明治38年に「やまざくら」を植樹した
のが始まりです。大正時代中期に自然公園化されました。７六戸

マメちしき

全国議長・副議長研修



●町役場
　　小松ケ丘出張所

六戸霊園
●

●
十鉄
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●
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役場内の階段で４階へ。

Let'
s Go

!!

Let'
s Go

!!

本
会
議
中
は
１
階
の
ロ
ビ
ー
の

テ
レ
ビ
で
も
中
継
し
て
い
ま
す
。

席
は
自
由
席
で
す
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

これからの町のことを話し合う場、
それが議場です。どんなことを審議
するのか、傍聴してみませんか？

傍
聴
受
付
で
記
入
し
た
ら
、

入
場
で
き
ま
す
。

傍
聴
席
か
ら
は

こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　

５
月
23
日
（
火
）、
議
会

議
員
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
町
側
と
次
の
項
目
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

○　

小
松
ケ
丘
地
区
下
水
道

処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

小
松
ケ
丘
地
区
の
下
水
道

処
理
施
設
は
昭
和
52
年
に
供

用
開
始
さ
れ
、
現
在
稼
働
し

て
い
る
処
理
場
も
25
年
が
経

過
し
、
改
修
が
必
要
と
な
っ

た
。

　

改
修
案
は
３
つ
あ
り
、
①

既
存
処
理
場
の
改
良
②
新
規

処
理
場
の
建
設
③
流
域
下
水

道
へ
の
接
続
、
で
あ
る
が
、

現
在
は
県
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
決
定
次
第
、
報
告
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○　

大
曲
小
学
校
の
環
境
整

備
に
つ
い
て

　

大
曲
小
学
校
の
児
童
が
大

幅
に
増
加
し
、
学
校
用
地
も

手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
駐
車

場
及
び
多
面
的
な
学
校
活
動

用
地
を
拡
大
し
た
い
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

用
地
拡
大
の
内
訳
と
し
て
、

教
職
員
や
学
校
行
事
で
の
来

客
や
保
護
者
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
１
４
０
台
分
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
レ
ー
ン
の
ス
ペ
ー
ス
４

台
分
。
児
童
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
レ
ー
ン
か
ら
安
全
に
学
校

に
登
校
で
き
る
よ
う
に
歩
行

者
と
車
輌
の
動
線
を
分
け
た

道
路
ス
ペ
ー
ス
、
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
用
地
取
得
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
に
町
の
意
向

を
伝
え
て
理
解
も
い
た
だ
い

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
の
動
き
と
し
て
、

６
月
議
会
で
議
決
で
き
れ
ば
、

本
格
的
な
用
地
交
渉
を
始
め

る
。

※
６
月
議
会
に
て
、
平
成
29

年
度
六
戸
町
一
般
会
計
補

正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

（
４
㌻
参
照
）

町
側
町
側
と
の
と
の
話
し
合
い
、あ
れ
こ
れ

話
し
合
い
、あ
れ
こ
れ県道　十和田・三沢

線

グラウンド

大曲小学校舎

駐車・他目的
スペース
（予定）

道の駅「ろくのへ」は、青森県で27番目に登録されました。県内で一番新しい道の駅です。
青森県の道の駅は全部で27駅あります。（平成29年７月現在）８六戸

マメちしき

お詫びと訂正

ろくのへ議会だより92号（平成29年４月21日号）の５ペー
ジ下段に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

誤）馬淵　光香　　正）馬渕　光花

現在稼働している
小松ケ丘地区の下水処理場
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町
民
の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ロ

ン
バ
ー
デ
ィ
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ
ー
ン
州
キ
タ
リ
ー
町
出
身
。
15
歳

の
時
に
「
お
い
ら
せ
町
・
六
戸
町
中
学
生
海
外
派
遣
」

が
き
っ
か
け
で
初
来
日
。
そ
の
後
、
国
際
的
な
社
会
奉

仕
連
合
団
体
「
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
」
の
青
少
年
交
換
留

学
に
応
募
。
昨
年
８
月
に
、
お
い
ら
せ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
り
、
六
戸
高
校
に
留
学
。
今

年
６
月
に
帰
国
。
趣
味
は
ギ
タ
ー
、
料
理
な
ど
。
19
歳
。

マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ン
バ
ー
デ
ィ
さ
ん

日
本
に
暮
ら
し
て
み
て

　

六
戸
に
滞
在
し
た
３
家
族
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
米
屋
さ
ん
や
農

家
の
仕
事
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
暮
ら
し
を
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
日
本

の
有
名
な
観
光
地
に
も
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
で

感
じ
た
こ
と

　

瀬
戸
内
海
の
し
ま
な
み
海
道

を
自
転
車
で
70
キ
ロ
の
ツ
ー
リ

ン
グ
を
し
た
こ
と
と
、
広
島
の

原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
こ
と
は
印

象
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

　

特
に
広
島
で
は
、
た
く
さ
ん

の
人
が
亡
く
な
り
、
本
当
に
ひ

ど
い
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

日
本
に
い
た
こ
と
で
得
ら
れ
た

貴
重
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

六
戸
秋
ま
つ
り
が
一
番

　

六
戸
の
一
番
の
思
い
出
は
、

秋
ま
つ
り
に
参
加
で
き
た
こ
と

で
す
。
太
鼓
の
練
習
を
通
し
て
、

み
ん
な
と
話
せ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
熊
野
神

社
か
ら
着
物
を
借
り
て
、
刀
を

差
し
て
、
侍
の
格
好
も
で
き
ま

し
た
。
六
戸
高
校
の
流
し
踊
り

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
タ
リ
ー
町
に
も
祭
り
は
あ

り
ま
す
が
、
六
戸
み
た
い
に
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
祭
り
を
や

る
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
も

違
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

歴
史
に
触
れ
た

修
学
旅
行

　

学
校
生
活
で
は
修
学
旅
行
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
京

都
や
大
阪
に
行
き
ま
し
た
が
、

教
科
書
に
載
っ
て
い
る
寺
や
、

日
本
の
歴
史
を
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。

キ
タ
リ
ー
と

六
戸
の
交
流
で

　

私
は
、
キ
タ
リ
ー
町
と
六
戸

町
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
日
本

に
来
ま
し
た
。
私
が
帰
国
し
て

も
次
の
人
が
留
学
や
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
し
、
こ
う
い
う
関

係
が
ず
っ
と
続
け
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

平
和
っ
て
す
ば
ら
し
い

　

帰
国
し
て
、
大
学
に
進
学
し

ま
す
が
、
日
本
語
を
続
け
て
学

ぶ
予
定
で
す
。

　

将
来
、
日
本
に
関
係
し
た
職

業
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

昔
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
敵

同
士
で
し
た
が
、
今
、
こ
う
し

て
日
本
に
い
て
、
話
を
し
て
い

る
。
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
本
当

に
思
い
ま
す
。
平
和
っ
て
す
ば

ら
し
い
で
す
。
六
戸
の
皆
さ
ん

も
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さまざまな分野で
がんばっている人

町民
の声

聞
き
手　

杉
山
委
員
長　

種
市
副
委
員
長

（

）

編
集
後
記

　

5
月
の
田
植
え
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
と
き
、
熊
の
目
撃

情
報
が
防
災
無
線
に
て
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
一
瞬
わ
が
耳
を
疑

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
事
実
が

証
明
さ
れ
た
の
で
す
、
我
が
家

の
近
く
の
畑
に
そ
の
熊
の
足
跡

が
く
っ
き
り
と
印し

る

さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　

昨
年
来
、
熊
に
人
命
を
奪
わ

れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

多
発
し
、
そ
れ
で
も
人
里
離
れ

た
わ
が
地
域
ま
で
は
、
ま
さ
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
早
速
、

警
察
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

熊
の
捕
獲
作
戦
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
未
だ
捕
獲
の
成
果
が

聞
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

わ
が
地
区
の
開
知
小
学
校
で

は
、
安
全
の
た
め
、
児
童
の
送

迎
は
保
護
者
が
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
る

の
か
、
早
く
収
束
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

広
報
委
員　

高
坂　

茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
杉　

山　

茂　

夫

副
委
員
長　
種　

市　

正　

孝

委　
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　６月12日、六戸高校でお別れ会が行
われました。マイケルさんはギターを
片手に日本語で自作した歌を披露。
　みんなで別れを惜しみました。

マイケルさん、お元気で！
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